
観光文化_233号_表紙1_4.indd   1 2017/03/31   午後6:37



　
訪
日
外
国
人
市
場
の
成
熟
化
や
Ｌ
Ｃ
Ｃ
な
ど
の
登
場
で
今
後
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ
が
進
展
し
、
地
方
へ
の
訪

問
頻
度
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中
、
外
国
人
観
光
客
の
消
費
を
地
域
経
済
活
性
化
に
結
び

つ
け
る
と
い
う
視
点
が
重
要
と
な
る
。

　
本
特
集
で
は
こ
う
し
た
視
点
に
立
ち
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
先
進
観
光
地
の
中
長
期
的
な
動
向
と
施

策
の
変
遷（
特
集
２
）や
、観
光
地
で
の
消
費
活
動
別
に
Ｆ
Ｉ
Ｔ
に
関
す
る
先
進
的
な
事
例（
特
集
３
）

を
整
理
し
た
。
ま
た
、「
ジ
ャ
パ
ン
ガ
イ
ド
」
の
編
集
長
で
あ
る
シ
ャ
ウ
エ
ッ
カ
ー
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
行
い
、「
着
地
」
と
「
発
地
」
の
両
面
か
ら
考
察
を
行
っ
た
。

表2.indd   2 2017/03/31   午後2:41

民泊の実態を把握する [vol.335]	 川村竜之介
昨年11月、ベネチアで開催されたOECD主催のグローバル観光統計フォーラムで、特に関心
が高かったのが「MEASURING THE SHARING ECONOMY」と題されたセッションでし
た。民泊やシェアライドなどのシェアリングエコノミーの実態や影響を、いかに把握するかが
テーマです。特に民泊については、法令上の問題や、既存の宿泊施設との不公平性、家賃の
上昇など負の影響が指摘されており、その実態を明らかにすることは喫緊の課題です。

フィリピンの観光政策と観光研究 [vol.336]	 菅野正洋
アジアの観光研究に関する自主事業の一環として、1月27日（金）に「フィリピンの観光政策
と観光研究に関する勉強会」を開催しました。当日はフィリピン大学のDr. Edieser De La 
Santaをお招きし、講演と活発なディスカッションが行われました。今回は講演やディスカッ
ションの内容の一部について、要約してご紹介したいと思います。

増える一人旅の背景とこれから [vol.337]	 久保田美穂子
一人旅に関する研究論文やコラムを執筆してきた縁で、これまでも新聞社等から取材を受ける機会
があったが、ここへきて再び問い合わせが増えている。一人参加を積極的に歓迎するパッケージ商
品が目立つようになってきたからだろう。一人で参加するなら追加料金、が常識だった海外パッケー
ジツアーの世界も変化してきた。

自国の観光資源への評価は甘い？厳しい？[vol.338]	 五木田玲子
日本、中国、フランスの3カ国について、TripAdvisor上で各国の観光資源の上位に表示される
2つ、計6つの観光資源を抽出し、3カ国の公用語となっている3言語（日本語、中国語（簡体
字）、フランス語）による評価を見てみることにしました。いずれの観光資源も、自国の人から
の評価が最も厳しい、という結果となったのです。

まちづくりと観光事業の間にある壁⑦ [vol.339]	 後藤健太郎
地域住民が足元にある資源を磨いて観光振興に活かしていく。また、地
域経済の活性化の視点から、外からの観光客の来訪を通じて観光消
費を地域に取り込んでいくなど、地域によってその目的もそしてそれに対
応する戦略も様々です。ただ、“地域”で観光の方向性を議論する時、 
忘れがちなのが「観光は双方向である」ということかなと思っています。

高まる自動運転へのニーズ [vol.340]	 塩谷英生
2月中旬に自主研究の一環として「自動運転へのニーズに関する消費
者調査」を実施することができた（全国20歳以上対象。1次調査約1万
名、2次調査約1,200名）。実はまだデータのクリーニングが済んでいな
い段階であるが、1次調査結果のポイントを少しだけ紹介したい。

旅立ちの日を前に [vol.341]	 清水雄一
「旅の図書館」では、観光文化231号で特集した「旅心を誘う、旅の本
のレジェンド30選」のコーナーを期間限定で設置している。書棚には、
レヴィ=ストロース『悲しき熱帯』、沢木耕太郎『深夜特急』、藤原新也

『印度放浪』、金子光晴『どくろ杯』等々、その背表紙を見るだけで、心
がザワザワと波打つ作品が並んでいる。

「人はなぜ旅に出るのか」。使い古されたこのテーマに関して書いてみる。
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